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１－２．患者の流出入等について①ー昼間と夜間の人口差について（１）

 昼間人口と夜間人口が大きく異なる都道府県が存在する。
 昼間人口は夜間人口と比べて、最も増加する東京都で約240万人増、最も減少する埼玉県で約

81万人減となる。

参照）平成27年国勢調査

夜間人口（※１）と昼間人口（※２）の比較（都道府県別）

都道府県名
夜間人口

（2015年）

昼間人口

（2015年）

差分

（昼－夜）
都道府県名

夜間人口

（2015年）

昼間人口

（2015年）

差分

（昼－夜）

全国 127,094,745 127,094,745 0 三重県 1,815,865 1,784,775 △ 31,090

北海道 5,381,733 5,378,786 △ 2,947 滋賀県 1,412,916 1,363,716 △ 49,200

青森県 1,308,265 1,306,283 △ 1,982 京都府 2,610,353 2,656,353 46,000

岩手県 1,279,594 1,276,705 △ 2,889 大阪府 8,839,469 9,224,306 384,837

宮城県 2,333,899 2,339,786 5,887 兵庫県 5,534,800 5,294,074 △ 240,726

秋田県 1,023,119 1,020,642 △ 2,477 奈良県 1,364,316 1,228,426 △ 135,890

山形県 1,123,891 1,120,365 △ 3,526 和歌山県 963,579 946,387 △ 17,192

福島県 1,914,039 1,917,815 3,776 鳥取県 573,441 572,678 △ 763

茨城県 2,916,976 2,842,851 △ 74,125 島根県 694,352 694,770 418

栃木県 1,974,255 1,955,198 △ 19,057 岡山県 1,921,525 1,921,822 297

群馬県 1,973,115 1,969,764 △ 3,351 広島県 2,843,990 2,850,087 6,097

埼玉県 7,266,534 6,456,452 △ 810,082 山口県 1,404,729 1,399,109 △ 5,620

千葉県 6,222,666 5,582,241 △ 640,425 徳島県 755,733 752,919 △ 2,814

東京都 13,515,271 15,920,405 2,405,134 香川県 976,263 978,511 2,248

神奈川県 9,126,214 8,322,926 △ 803,288 愛媛県 1,385,262 1,385,392 130

新潟県 2,304,264 2,302,236 △ 2,028 高知県 728,276 727,644 △ 632

富山県 1,066,328 1,063,834 △ 2,494 福岡県 5,101,556 5,105,438 3,882

石川県 1,154,008 1,156,536 2,528 佐賀県 832,832 834,871 2,039

福井県 786,740 786,736 △ 4 長崎県 1,377,187 1,374,210 △ 2,977

山梨県 834,930 828,495 △ 6,435 熊本県 1,786,170 1,777,292 △ 8,878

長野県 2,098,804 2,094,051 △ 4,753 大分県 1,166,338 1,165,668 △ 670

岐阜県 2,031,903 1,952,630 △ 79,273 宮崎県 1,104,069 1,103,434 △ 635

静岡県 3,700,305 3,692,336 △ 7,969 鹿児島県 1,648,177 1,646,386 △ 1,791

愛知県 7,483,128 7,586,294 103,166 沖縄県 1,433,566 1,433,110 △ 456

： 10％以上増加

： ３％以上10％未満増加

： ３％以上10％未満減少

： 10％以上減少

※１ 夜間人口：調査時に当該地域に常住している人口

※２ 昼間人口：当該地域の夜間人口から他の地域へ通勤・
通学している者を減じ、他の地域から通勤・通学に来て
いる者を加えた人口

昼間人口が夜間人口に比べて


